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Pazunoxacin(PZFX)を 呼吸器感染症7例(気 管支拡張症4例,肺 炎2例,塵 肺の二次感染1

例)に 投与 し臨床的検討 を行 った。投与方法は1日300な い し600mg・ 分3で あった。臨床効

果は著効2例,有 効4例,や や有効1例 であった。分離原因菌7株 は,全 て消失 した。副作用

および臨床検査値異常は認め られなかった。

以上の成績 よりPZFXの 呼吸器感染症に対す る臨床 的有用性が示唆 された。
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Pazunoxacin(PZFX>は,富 山化学工業株式会社 と株式

会社ミドリ十字 によって共同開発 された ピリ ドンカルボ

ン酸系抗菌薬である。本剤は,ピ リ ドンカルボン酸骨格

の7位 に1一ア ミノシクロプロピル基 を有す る構造 的特

徴をもち,安 全性の高いニューキノロン薬 として開発 さ

れた。本剤はグラム陽性菌および緑膿菌を含むグラム陰

性菌に対 して,広 範囲な抗菌スペ ク トルを有 し,ほ とん

どの菌株 におい てonoxacinよ り強 い抗 菌活性 を示 し

たb。特にグラム陰性菌 に対 しては,多 くの菌株でcipro-

noxacinと 同等か,や や強い抗菌力 を示 した。経 口吸収

は速やかで半減期 は約2時 間 と短 いが,200mgの 経 口

投与時 最高血中濃度は2.98μg/mlと 高い値を示す とい

う特徴を有する21。

今回,我 々は呼吸器感染症患者 に本剤を投与 し,そ の

有効性および安全性 について検討 したので報告する。

対象は平成4年10月 か ら平成5年3月 までの6ヵ 月

間に当科および関連施設 を受診 し,同 意の得 られた7名

の呼吸器感染症患者であ った。疾患 の内訳は,気 管支拡

張症4例,肺 炎2例,塵 肺の二次感染1例 であった。患

者背景では,外 来6名,入 院1名,年 齢は62～83歳(平

均71歳),性 別は男性3名,女 性4名 であった。

投与方法は1日300mg・ 分3な い し600mg・ 分3で

投与 日数は7～14日 間,平 均12.1日,総 使 用量 は

2,100～8 ,400mg平 均4,843mgで あった。

臨床効果の判定は,自 他覚症状 検査所見の推移 をも

とに著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階 または判定不

能と判定 した。細菌学的効果の判定 は,起 炎菌の消長を

もとに消失,減 少 または部分消失,不 変,菌 交代の4段

階または判定不能 と判定 した。

副作用および臨床検査値異常の有無は,自 他覚症状並

びに末梢血,尿 血液生化学的肝 ・腎機能等の検査 を行

い判定 した。

症例の一覧をTable1に 示 した。7例 全体の臨床効果

は著効2例,有 効4例 お よびやや有効1例 であった。や

や有効であった症例は塵肺の二次感染であった。

細菌学的には,4例 より7株 の原因菌が分離 ・同定 さ

れた。その内訳は,Staphylococcus aureus 2株,klebsiella

oxytoca, Enterobacter cloacae, Morganella morganii, Proteus

oirabilisお よびHaemophilus sp.各1株 であった。これら

7株 に対す る細菌学的効果 はすべて消失であった。

副作用は全例 に認め られず,臨 床検査成績では本剤 に

起因する異常変動 は認め られなかった(Table2)。

PZFXは 既存のニューキノロン薬 に比べ,半 減期は短

いが,経 口吸収が速やかで高い血中濃度が得 られる特徴

を有 してお り,各 種実験的動物感染モデルにおいて,優

れた感染防禦効果を示す1)。そこで,か かる本剤の特性が

呼吸器感染症に対 し,臨 床の場 でどの様に反映されるか

が興味が持 たれた。今回我々は7例 の呼吸器感染症 の患

者に対 し本剤 を投与 し有効率が6/7を 示 し,細 菌学的効

果 において も分離 された7株 全てが消失 したことは,動

物感染モデルの成績 と一致するものであった。 この成績

は本剤の分離原因菌に対する抗菌力の強 さおよび臨床 第

1相 試験結果 より予想 される高い血中濃度 を反映 した も

の と考えられる。 また検討 した全例 において,副 作用お
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Table 1. Clinical efficacy of pazufloxacin therapy

Table 2. Laboratory findings before and after administration of pazufloxacin

B: before A: after D: during

よび臨床検査値異常が認められなかった。

以上の ことより,本 剤 は安全性に優れてお り呼吸器感

染症 に対 し有用な薬剤 と考えられる。
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Pazufloxacin (PZFX) was used to treat 7 patients (4 bronchiectasis, 2 pneumonia, 1 secondary infection 

related to pneumoconiosis) with respiratory tract infections. The clinical efficacy was evaluated as 

excellent in 2, good in 4 and fair in 1. The overall efficacy rate was 6/7. Seven causative organisms 

isolated were all eradicated. There were no adverse reactions or abnormal laboratory values.


